
こんにちは
エリック・コズィオール
外国語指導助手（ALT）

です

雪、雪、雪
　私の出身地ニュージャージーでは、雪の降る量は五條とほぼ同じです。

でも、日本に来る前の６年間はニューヨーク州のロチェスターに住んで

いました。そこはアメリカの北の端で、ニューヨーク市よりむしろカナ

ダの方が近く大きさは平均的な町ですが、雪の量は平均以上です。

　大量の雪は湖効果と呼ばれるものの影響です。一般的に冬が厳しけれ

ば冷たい風が吹きます。この冷たい風がそれより温度が高い湖の上を渡

るとき、多くの雪を発生させるのです。ええ、本当に大量の雪なんです。

２００６年の９月、あまりの多くの雪のために仕事に行けない日があり

ました。バッファローという近くの市では、さらにひどく二週間も電気

が止まりました。家から出ることさえ、できなかった人たちもいます。

　だから私は生まれてからこれまで、たくさんの雪を経験してきました。

でも先月、車で大塔小学校へ行ったときはこれまでにない経験をしまし

た。ほんの少しの雪ですが、山間の道はびっくりするほど危険でした。一

度なんか、前にも後ろにも動くことができませんでした。ものすごくゆっ

くり、ものすごく注意して運転しなければなりませんでした。何とか無

事学校に着けました。

　それでもこちらでは、ロチェスターで見たほどの雪がないのがうれし

いです。

＊この記事は、ＡＬＴの書いた英文を訳したものです。
　英語版は中央公民館にあります。

地域の子どもは
地域で育てよう

　青少年センターでは、啓発テープを流しながら子ども
たちの下校時間を中心に巡回活動を行っていますが、不
審者対策や非行防止には地域・学校・家庭の連携が不可
欠です。

―どの子にも　わが子と同じ　声をかけ―

青少年センター　☎２４・３００４

不審を感じたら、すぐに １１０番通報 をお願いします。
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